
大阪府 西大阪治水事務所 

～DESIGNで人・まち・水辺をつなぐ～ 

木津川遊歩空間整備事業 



提供：岩瀬諒子設計事務所 



提供：新建築社  



所   在：大阪市西区立売堀６～新町４丁目 
最寄駅：地下鉄  阿波座 or 西長堀 



木津川の遊歩道事業 

全長L=1800m 

今回 L=  240m 
       A=4300m2 



４３００ 

遊歩道延長 = 240m ・広場含む面積 = 4,300m2 
 

旧 立売堀川 

〈S31頃～H20〉 
市ドッグのための入堀 
 
〈 H20～22 〉 
耐震補強のため埋立 
 
〈H25～28〉 
トコトコダンダンの広場 

〈1626～1951年〉 
 立売堀川 
 W=18m L=1300m   
   
〈1951～現在〉 
  商工業や宅地など 

対象エリア：木津川（松島橋～大渉橋）左岸 



入掘りがあった頃の風景 

対岸に公園が
あって見通しが
とても良い 

旧入堀 
ドッグとして利用
されていた 



背景と課題 
 

 １．環境的特性 

         ・高潮対策のために構築されたカミソリ堤防で水辺とまちが分断されている 

     ・キタやミナミと比べて比較的落ち着いた職住連帯地域なので、 

      ふつうの遊歩道をつくっても活用されにくい 

       ⇒キャラ付けが必要 

     ・他の遊歩道と異なり、広場があるのでデザインが活きる可能性が高い 

     ・大阪港の玄関口として栄えた歴史があり、一部に建造物も残る 

     

 ２．都市整備行政主体で行う取組みの限界 

     ・維持管理予算の確保が困難 

       ⇒手入れの行き届かない公園や遊歩道が散見される（全国的課題） 

           ⇒地域が愛着を持って都市インフラを活用・維持管理できる環境づくり 

  

 ３．先に実施したコンペが棚上げに 

     ・下流側別区間の遊歩道計画で進めたコンペ案が事情により棚上げ状態に 

        ⇒あらたな手法を検討する必要 

 



水害からまちを守る防潮堤：高さ3ｍ程度でまちと水辺が分断 

まちから見るカミソリ堤防 

▽OP+5.0m程度 

提供：岩瀬諒子設計事務所 



2013年 耐震補強後、遊歩道整備前 
 化粧コンクリート増厚と鋼管矢板護岸（笠コンクリート有り） 

川から見るカミソリ堤防 

▽OP+5.0m：増厚された防潮堤 

▽OP+3.0m：耐震鋼管矢板護岸 

周辺は近代以降、 
金属加工・卸売業で
栄える。 
近年は代替わりや人
口増で高層マンション
化が進む、職住連帯
地域となる。 



1920年竣工 日本聖公会 川口基督教会 

登録有形文化財、大阪開港時の面影を残す 

  

周辺の歴史的建造物 



2012.4開館：府立江之子島文化芸術創造センター・通称enoco 
アート＆デザインの創造力で都市を元気にすることを目指す 

周辺の文化施設 



課題解決へ 新たなまちづくりへのチャレンジ 

  

  場の特性を活かし、デザインのチカラで計画・設計・施工・維持管理・利活用

に至るまで、最大限のパフォーマンスを発揮できて、地域が愛着と誇りを持てる

ような、都市インフラの魅力を高める新たな手法を模索 

 

 

 

        大阪府の土木部門と文化部門(enoco)がコラボレーション 

 

  

 
 



 “enoco”によるプラットフォーム形成支援事業のスキーム構築 



コンペの設計要件（by地域） 

①水辺と緑・生物を身近に 

②日常的な交流空間 

③歩きたくなる 

④昼夜問わず安心 

⑤地域活動の舞台 

 アイデアデザインコンペのスキーム構築 

【コンペ採用理由】アイデアを最大限引き出しやすい 
            プロポーザルより提案にかかる負担が小さく、デザインの著作権の担保性が高い 
 
【設計以降の工夫ポイント】施工中のデザイン監修者としての関与 
  ①最優秀提案者は、施工中も随時、製品開発設計や模型製作、修正設計、現地確認に関与 
   ⇒デザインの実現性を高めるために重要 
  ②地域との定例会議のほか、ワークショップや実証実験にも参加 
   ⇒現場の変化に伴う地域住民の心情の変化に配慮 
    模型・図面・ＣＧ製作を駆使しながら、対話によりさらなる合意形成を進めた 
 

  

 

誰でも
応募可 

４０組
の応募 

※技術・コスト面で  
   実現性を高める 

リストアップ 
のみでなく 

議論＆吟味 



 コンペ実施前のワークショップ 

 まちづくりやコミュニケーションデザイン等の専門家によるサポートをいただき 
 遊歩空間が要るか要らないかの根本的な議論からスタート 
 地域の機運を高め、コンペで求める条件も整理した 



        アイデアデザインコンペの審査委員 

審査委員 （敬称略 50音順、当時の所属） 

・嘉名 光市（大阪市立大学大学院 工学研究科 都市専攻准教授） 

・忽那 裕樹（株式会社E-DESIGN代表取締役） 

・久保田 善明（京都大学経営管理大学院 准教授） 

・篠原 修（東京大学名誉教授） 

・芹沢 高志（アート・プロデューサー、P3 art and environment エグゼクティブ・ディレクター） 

・曽我部 昌史（建築家、神奈川大学教授、みかんぐみ） 

 



コンペ1次審査 2012.10.30  40組 ⇒ 5組 (書類審査) 



最優秀提案 (コンペ2次審査 2013. 2. 1  公開プレゼンテーション) 

  プランタイトル：『だんだんばたけでハマベをつくる―立売堀のマーケットプレイス―』 

  提案者：Ryoko Iwase（岩瀬 諒子 氏） 

[選定理由] 
「浜」をキーワードに、水辺が豊かな交歓の場であった大阪の歴史性をふまえつつ、気候・気象条件も丁寧に分析。 
それらを柔らかいデザインに結実させた点が大きく評価された。また、人と人を結びつける活動を誘発する工夫が随所に 
凝らされ、今後の地域の交流拠点としての可能性を大きく期待させるものである。 



 コンペ実施後のワークショップ 

 地域の方々と空間の将来像についての意見交換や、1/1模型による体験を通じた対話などを行うことで 
 機運と愛着を高め、その後の設計・施工や利活用の展開へとつなげた。使いこなしの専門家も参加。 



かつて大阪の水辺は“浜”と呼ばれ、 
大阪城築城を機に付近は材木浜としてにぎわった 

江戸時代の付近のようす 
 



交 柔 

デザインで目指すもの 

柔：ダンダン状にまちと水辺を柔らかくつなぐ 
交：多様な仕掛けで人の交流と利活用を促す。 

現代に浜をとりもどす ⇒ 



横断面図 

提供：岩瀬諒子設計事務所 



止水ライン 

平面図 

土堤区間 

提供：岩瀬諒子設計事務所 



土木スケールの中に建築スケールをインプットして、距離や動線、居場所などをコントロール
することで多様な出来事を誘発 

デザインパース 

提供：岩瀬諒子設計事務所 



デザインパース 

提供：岩瀬諒子設計事務所 



模型 

提供：岩瀬諒子設計事務所 





施工中の写真 

護岸から張り出すスラブで遊歩道部分を拡幅 



 

施工中の写真 

親水護岸部分は既設護岸より低くするため前面に拡幅 



施工中の写真 

親水護岸は潮位が高いと少し水が入ることで自然のリズムを体感⇒防災意識にもつながる 



完成後の写真 

親水護岸は潮位が高いときには水鳥も近くに感じることができる 



完成後の写真 

遊歩道部分はポーラスコンクリートを積層（オリジナル、汎用可） 
地形の中に人の居場所をつくった。速乾性とやわらかな印象が特徴で、ベンチのように使える。  

撮影：Erieta Attali ( in N.Y) 
協力：佐藤渡辺 近畿支店  



広場部分の平面図 

緑とポーラスと土色舗装のコントラストの調和 



施工中の写真 

広場部分の舗装は幅員が広いため土のような印象を目指した。 
また、合流式下水道への流出は環境負荷も高め、都市計画変更も要することから、透水性能のある舗装とし、
エントランスに貯留槽とトレンチを設けることで河川敷地内で処理できるようにした。 
                                        （※写真は舗装前の土を敷きならした状況） 



インターロッキングブロックの製品開発 

協力：太平洋プレコン工業 大阪支店 

土の風合いの演出と透水等の機能確保の並立へのチャレンジ 



インターロッキングブロックの製品開発 

協力：太平洋プレコン工業 大阪支店 

カラー、素材感、粒度、形状などを現地でチェック 



インターロッキングブロックの設置状況 

協力：太平洋プレコン工業 大阪支店 

やわらかなニットのような印象をあたえるデザイン（オリジナル、汎用可） 



インターロッキングブロックの設置状況 

植栽周りなど、ブロックの組み方も精緻に設計し、現地で確認 

協力：太平洋プレコン工業 大阪支店 



モニュメントと排水機能の確保 

施工前 施工中 



モニュメントと排水機能の確保 

両サイドの低い壁は工事中に発掘された旧防潮堤で治水対策の遺構とした。 
その際、壁面を見せるために前面を掘削し雨水貯留槽としてトレンチで河川側へ排水している。 
 

昔の防潮堤
OP+3.5m程度
と現在より低い 



 ユニバーサルゲートの開発 

協力：帝金 

車いすの通行性の高さと、エントランスとしてウエルカム感のある、やわらかな印象でデザイン 
                                          （オリジナル、汎用可） 



 ユニバーサルゲートの開発 

協力：帝金 

車いすより幅員が広い近隣の保育園の
バギーなどもチェーンの取付けをシャッ
クルにしている箇所で通行可能 

チェーンは複数タイプの実証実験の結
果、雨樋用のものを採用 
⇒やわらかな印象につながる 



 転落防止柵の開発 

協力：東京製綱 

水辺との距離感を感じさせない透明性とやわらかな印象、転落対策性能の並立 



 転落防止柵の開発 

協力：東京製綱 

下流側の遊歩道を松島橋から望む。風景としてのダンダンの造形も良く見える 



植栽プランターのデザイン 

プランターは金網＆不織布でデザイン（オリジナル、汎用可） 
一部は転落防止機能も有する。地域の植栽活動の舞台にもなる 

協力：小岩金網 



道具入れのデザイン 

人が手入れしている気配を感じる道具入れ ⇒ マナー向上 （オリジナル、汎用可） 

協力：小岩金網 



ホースリールのデザイン 

人が手入れしている気配を感じるホースリール ⇒ マナー向上 （オリジナル、汎用可） 

協力：大阪パイプ加工 



設計プロセスの事例 

遊歩道からの視線によるプライバシー対策を求められた際のパーゴラ案の検討 



設計プロセスの事例 

各お部屋を訪問させていただき川側を撮影した写真をベースにＣＧ検証したものを配布 
パーゴラで水辺が見えなくなる部屋ができること、樹木による対策の効果と利点を説明 



設計プロセスの事例 

パーゴラを設置した場合の空間構成を実体験 



設計プロセスの事例 

防潮堤陸側の河川用地への盛土・高木植栽＆川側のプランター植栽でカバーすることで合意 

施工中 施工後 



 サインの開発 

デザイン  東京藝術大学 内山 耀一郎 
監  修  東京藝術大学 デザイン科 教授   松下 計 



愛称“トコトコダンダン”の決定 

公募により113件の中から選定。  
小黒由実さん（東京都）の案をベースに決定 



デザイン  東京藝術大学 内山 耀一郎 

監  修  東京藝術大学 デザイン科 教授   松下 計 

ロゴのデザイン 



名版のデザイン 

下流側遊歩道、松島橋エントランスに設置 



植栽のデザイン 

近畿中部に自生する野の花11種類（キキョウ、なでしこ、オニユリなど）を混合したマットで 
季節の草花を演出。バッタ、コオロギをはじめとする昆虫や野鳥などの生物も多くなった。 

協力：仲田種苗園 



都会では珍しくオニヤンマも発見 

生物 



夜間景観のデザイン 

夜間景観は間接照明で演出 
協力：大光電機 



完成写真 



２０１７．４ オープンセレモニー 



２０１７．４ オープンセレモニー 







下流側の遊歩道 

日経コンストラクション2016.8.22号  表紙 写真 
撮影：生田 将人氏 











地域による利活用のようす 



ヨガイベント 



ヨガイベント 



植栽活動 



植栽お手入れ活動 



清掃活動 



多様な居場所と使い方 



多様な居場所と使い方 



多様な居場所と使い方 



2016より現在にかけて、地域協議会、住民、ＮＰＯ法人、各種法人等による

“トコトコダンダンの会” を結成し、月1回の緑化・清掃活動や、その他イベント

を実施している。 

 

今後はさらなる活性化に向けてエリアマネジメントを含めた地域活動との共働

や周辺施設との連携などを検討中。 

 

地域にとって貴重な親水空間であるトコトコダンダンを、あらたな地域の資産と

して、さらなる利活用を進めていきたい。 

地域による利活用のまとめ 



周辺で起こりはじめたこと 



不動産の物件情報に掲載 



インスタでアップ 



地域の方がマナー向上のため見回り隊を結成 



絵本の製作 

東京藝術大学 美術学部 建築科 中山英之研究室 



堤防の地層 
 
    https://www.youtube.com/watch?v=FbnqcNz1GaI 

 
おおきさの、お空 
 
  https://www.youtube.com/watch?v=_j36JzjSDyE 

 
ぼくのかべ 
 
  https://www.youtube.com/watch?v=JkX8r7EATPI 

 
おかげさま 
 
  https://www.youtube.com/watch?v=_ExB2dFncL8 

 
 
 

絵本の製作 

https://www.youtube.com/watch?v=FbnqcNz1GaI
https://www.youtube.com/watch?v=_j36JzjSDyE
https://www.youtube.com/watch?v=JkX8r7EATPI
https://www.youtube.com/watch?v=JkX8r7EATPI
https://www.youtube.com/watch?v=_ExB2dFncL8
https://www.youtube.com/watch?v=_ExB2dFncL8




メディア掲載情報 

新建築 2015.7月号、2017.5月号 

日経コンストラクション 2016.8月号、2017年5月号＆Web版 

COLOCAL 2016.02.16号 

LANDSCAPE DESIGN 2016.8月号、2013.6月号 

ソトコト 2016.8月号 （水辺のまちづくり特集） 

建築雑誌 2016.2月号  

産経新聞  大阪建設工業新聞  大阪日日新聞 

30歳以下の若手建築家による建築展 

enocoニュースレター、西区情報誌ニッシー  

旭硝子 Glass Plaza Pro 

H25近畿地方整備局研究発表会 

ケーブルＴＶ 



まとめ 

今回のチャレンジでは、以下の成果を上げることが出来た。 
 
１）都市インフラのあらたな可能性の提言 
 ハード・ソフト面に配慮しながら、地域に根差したプラットフォームやデザインコンペのスキームを構築した 
ことで、地域の愛着やシビックプライドを高め、景観面でに優れた豊かな水辺空間をつくることができた。 
このスキームを構築したことで、未来のまちづくりに新たな可能性を提言できたと考える。 
 
２）土木におけるデザインの結実 
  堤防により分断された都市河川にデザインを取り込むことで、人・まち・水辺をゆるやかにつなぐことがで
きた。このデザインを実現できたのはコンペから施工に至まで提案者がデザイン監修者として関与し続け
たことによるところが大きく、このことも未来のまちづくりに参考になると考える。 
 
３）住民参加による利活用によるシビックプライドの形成＆ブランディング 
 ここを舞台に地域住民が活動・交流していくことで、シビックプライドの形成や、まちのブランディングに繋
がり、やがて関わる人々が誇りを持って参加してもらえるようになることは、協働により質の高い公共空間
の維持活動につながっていくと期待している。 
 地域にとっては人が近付くことのできる貴重な水辺空間でもあり、今後、益々の利活用が期待できる。 
 
４）新たなバリューチェーンへの期待 
 周辺施設との連携やさらなる地域との協力を進めていくことで、より広範なまちづくりにおいて、新たなバ
リューチェーンが生み出されることも期待できる。 



提供：岩瀬諒子設計事務所 


